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せつ つのく に なにわ ところ ふうふ もの す 

むかし、 摂津 国の 難 波と いう 所 に、 夫婦の 者が 住ん 

こども ひとり な すみよし 

でお りました。 子供が 一人 も 無い ものです から、 住吉 

みょうじん 

の 明 神 さまに、 おまいり をして は、 

こども ひとり くだ ゆび 

「どうぞ 子供 を 一 人お さずけ 下さい まし。 それ は 指 ほ 

ど の 小さな 子 でもよ ろし ゆ うご ざ いますから ご 

いっしょうけんめい ねが もう 

と 一生懸命に お願い 申しました。 

ま かみ み も 

すると 間もなく、 お上さん は 身持ちに なりました。 

「わたしどもの お願いが かなった の だ ご 

ふうふ こども う きょう 

と 夫婦 は よろこんで、 子洪の 生まれる 日 を、 今日 か 



おもしろい しごとが たくさん あります。 わたくし は そ 

こへ 行って、 運 だめし をして みょうと 思います ご 

そう 聞く とおとう さん はうな ずいて、 

「よしよ し、 それなら 行って おいで ご 

ゆる くだ 

と 許して 下さいました。 

い つ すん ぼうし たい たび したく 

一寸法師 は大 へん よろこんで、 さっそく 旅の 支度に 

かかりました。 まずお かあさんに ぬい 針 を 一本 頂い 

むギ. I え かたな こし 

て、 麦 わらで 柄と さや を こしらえて、 刀に して 腰に さ 

しました。 それから 新しい おわんのお 舟に、 新しい 

そ すみよし はま ふなで 

おはしの かい を 添えて、 住吉の 浜から 舟 出 をし ました。 

はま みおく た くだ 

おとうさんと おかあさん は 浜べ まで 見送りに 立つ て 下 



「あ ッ、 いたい。 ぁッ、 いたい。 こり やた まらん ご 

じ まわ くる 

と 地び た を ころげ 回りました。 そして 苦し まぎれに 

いき い つ すん ぼうし 

かつと 息をする はずみに、 一寸法師 はまた ぴ よこり と 

くち そと と だ かたな ふ あ 

口から 外へ 飛び出しました。 そして 刀 を 振り上げて、 

おに き ぴき おに 

また 鬼に 切って かかりました。 するともう 一匹の 鬼が 

なまいき 

「生意気な ちび だ ご 

い つ すん ぼうし 

といって、 また 一寸法師 をつ かまえて、 あんぐり の 

い つ すんぽうし 

ん でしまい ました。 のまれながら 一寸法師 は、 こんど 

おど あ あな はな あな 

はすば やく 躍り上が つて、 のど の 穴から 鼻の 穴 へ 抜け 

て、 それから 眼のう しろへ はい 上がって、 さんざん 鬼 

り だま おこ. おも 

の 目玉 をつ ッ つきました。 すると 鬼 は 思わず、 



たからもの のこ つ こ ひめ ふた リ 

宝物 を 残らず それに 積み込んで、 お 姫 さまと 二人、 ま 

ふね のまに っぽん くに かえ き 

た 舟に 乗って、 間もなく 日本の 国へ 帰って来ました。 

い つ すん ぼうし さいしょう どの ひめ つ おに しま 

一 寸 法師が 宰相 殿 のお 姫 さま を 連れて、 鬼が 島 か 

たからもの と かえ き 

ら 宝物 を 取って、 めでたく 帰つ て 来たと いうう わさが、 

せけん てんし みみ 

すぐと 世間に ひろまって、 やがて 天子 さまのお 耳に ま 

は 、-. 

で 入りました。 

てんし とき い つ すん ぼうし め 

そこで 天子 さま は、 ある 時、 一 寸法 師を お召しに なつ 

けだか ようす 

て ごらんに なります と、 なるほど 気高い 様子 をした 
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